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M.M.ドブロトゥヴォールスキー著

寺 田 吉 孝訳

安 田 節 彦訳

訳者まえがき

今回の訳出部分は， の残りの語と の部分である。訳者の１人である寺田吉孝の長期在外研

修のために，久々の投稿となったことをお詫びしたい。

本書は，約500ページの辞書の部分及びその前後にある約200ページの論文等の部分から成り

立っている。現在までに，訳出はほぼ完了しているが，わからないところはわからない。少しず

つ解明していかなければならない。そのためには，M.M.ドブロトゥヴォールスキーが参考にし

た文献を入手し，克明に調べなければならない。

M.M.ドブロトゥヴォールスキーが参考にした主要な辞書である『藻汐草』に関しては，幸い

にも，北海学園大学図書館に３巻本が所蔵されてあったので，それを利用させてもらっている。

今回訳出した部分には，その『藻汐草』掲載の単語が数多く掲載されている。『藻汐草』は，語彙

を天地，人物，支體，世事，口鼻耳目心・器財，鳥獣，草木・品目，助辞の分類項目に分けられ，

さらに熟語，アイヌ語の文章例が記述されている。アイウエオ順あるいはアルファベット順では

なく，分類項目別に書かれているため，調べたい単語を見つけだすこと自体にひと苦労する。ア

イウエオ順（あるいはアルファベット順）に並べ替えたものがあれば，格段に利用しやすくなる。

すでにアイウエオ順（あるいはアルファベット順）の『藻汐草』を作成された方がおられれば，

ぜひ公開していただきたい。

ところで，これまで意味不明であった省略記号の一部が今回解明できたように思われる。詳細

は，脚注を参照いただきたい。

（寺田吉孝 記)
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Áuta. (形）隣の（家）． Mos. (audaとも言う）近所，隣の，隣の家．

Aukh. Bal. K.-Kur.Lang.Kur.Kl.Kam. 舌．

Aushi. Lap. 膝．

Áfaka. Kr. 女性の名．

Afun. Dav. 下に（下流に）去った． Mos. 入る，踏み込む．

Afungi. Dav. 押し込む，突っ込む． Mos. afungiあるいは afunki, 入らせる．

Afungini. Dav. 機織の梭．

Afunka. Mos. 麻布の横糸．

Afunkye. Mos. 入らせる，尊敬動詞として：入る（⇨ kye），踏み込む．

― ya. Mos. 踏み込む（⇨ ya）．

Afunno. Mos. 入る，踏み込む．

Afunnu. Mos. 踏み込む（⇨ nu），入る．

Akh. １．釣り針，釣竿（akh⇨ ab）．２．靱皮（広葉樹の）：konkyen-akh, ⇨ konkyeniı. ３．

半分の，半分．Akhtem, 半尋（胸の骨から指の先まで）．Akhsamの省略形．４．鎖，綱．

⇨ atu. Syeta akh, 犬の鎖．５．（弓を）射ること， ⇨ yuru-akh..

Akhvyeusı. (動）artus’（アイヌの上衣）のための縦糸を糸玉に巻く（⇨ akhと vyeusı）．

Akhgun, 内部へ． (動）内部へ侵入する（入る，踏み込む，など）．Tryera tishye akhgun, 風

が部屋に吹き込む．

Akhgunkye（より正しくは，akhgunki）， 内部へ運ぶ（持ち込む，入れる，打ち込む，突き刺す，

など）． Akhgun-kye-ava! 突き刺せ!

Akhgunkirikyev-poni. (名）大腿骨の先端．

― poni araka, 股関節の痛み．

Akhgunnis’. (名）梭（機織のための）．

Akhguntekhkajki, 内部へ入る． Tishye akhta-oman, 家に帰れ．

Ákhi. Kr. 矢．

Ákhkari. そばを，通り過ぎる．

― oman そばを通り過ぎる． Sirakhkari, 通り過ぎる（村あるいは家に寄らない）．

Ákhkas’, 徒歩で，徒歩の，歩いていく，歩いていく，ぶらつく，歩く． Tu pa en’ko akhkas’

khyekatstsi, 生後１年半経って歩き始めた赤ん坊． ⇨ kotsi.
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Ákhkas’ani oman, 徒歩で去る．

― gum (akhkasumの省略形，あるいは akhkasyum）． (名）足踏み，（足を）こする音，足

音，（森の中を行く時の）カサカサいう音． Var. akhkacumgı.

Akhkobıpa, タコ（octopus），akhkojpaとも言う

Akhkovpa (動）つなぐ，つなぎ止める． Syeta ―；犬をつなぐ．

Akhkojba akhkojpaの方がよく使われる． (名）タコ（octopus）．

Ákhno. (形）視力の良い（Ajnu）．

Akhpyeryepa (動）上衣 (artus’）用に靱皮を糸にする（⇨ akhおよび pyeryena）．

Ákhsam, 半分（kunkutu) ，半分の（クロテンを数えるとき）．

― e ınye kunkutu, 35頭のクロテン．

― e trye kunkutu, 25頭のクロテン．

― e tu kunkutu, 15頭のクロテン．

Akhto, ⇨ akhtu.

― koro tryera, 雨風，雨混じりの風， ⇨ kajsiri-koro-tryera.

Akhtu. (名）（abtu,あるいは akhto），雨．

― tranあるいは kharye, 雨が降っている，雨が降る．

Ákhturi, 黄色い花の咲く草の根（食用）．

― ra, 黄色い花の咲く草．

Akhturı-tonaj. (地）クスナイ（Kusunaj， ）の南方204露里のところにある川．

Ákhte. (動）吊るす，掛ける（帽子を）． (同）trakhkirye.

― kano an, 掛けられていた，吊ってあった．

Ákhtem, (手の）半尋， akh（半分）と tem（手）から．

― e trye tem, ２尋半など．

― e tu tem, １尋半．

Ákhteskye ni, 弓形に曲げられた木． (同）tsiakhryevye-ni.

Ákhu Kr. Pal. 舌． Akhu. Langs.Kam. 舌．

Akhnu. (動）筬に糸を通す， ⇨ akh, unu.

⑴ 「kunkutu（10頭のクロテン）の半分」の意味であると思われる。
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Atsauri-oki. (地 Shm.）ヴェンドゥヴェッサン（Vyendvyessan， ）の南方の（山の）

斜面．

Atskye. Mos. 落ち合う，出会う（treffen），尊敬動詞として（⇨ kye）atskyenoも．

Atstyekaniあるいは atstyekan. Mos. (料理などを）出す，手渡す．

Atste（⇨ atsおよび te）． Mos. 運んでくる，送る，派遣する．

Atsu. Mos.（atsとも言う），白樺の樹皮．

Atsuı. Kl.Mats. 海．

Atsuni（アツニ）． Mos. 白樺．

Ats. Mos. 落ち合う，出会う（treffen），ばったり出会う，行き着く，受け取る，着く，出会う，

白樺の樹皮（atsuとも言う）， as’と比較せよ

Acha. Dav. おじ． Kl.Kam.Sakh.Mats. Dav. 甥． Mos. 父．

Áchabo, おじ． Ku ―， 私のおじ．

Áchapo, おじ． ⇨ achabo. Mos. 親類．

Achapu. Dav. 父． Klap.Sakh.

Achaurye. (名）ワタリガラス．その鳴き声は koa, koa（ハシボソカラスの鳴き声は ka, ka）．

Achiuva posori  Dav. ちくちく痛み始める， ⇨ kachuおよび posorye.

Achiuı Mos. (アチユイ），当たる，突き刺さる． ― tsikap. Mos. 鳥の名． Achiujnoお

よび achiuj-ashkaj. Mos. 突き刺さる（とくに嘴で）

Achu. Dav. 突き刺す．

Ashi. Mos. 立ち上がる，起こる（一つの物について），上がる（⇨ arto），起こる，生じる．

Ashibyekoru. Mos. サバの尻尾をもった鯨の一種の名．

Ashigi. Dav. 片目がつぶれた，片目の． Mos. ashigi（あるいは ashiki）．

Ashi-iryeka. Mos. 出る，現れる（人物について）．

Ashika. (アシカ），麻布の糸．

Ashikai. Mos. 立ち上がる，起こる，生じる．

Ashikyenyegotsu. Lang.Mats. 100.

Ashiki. Mos. 5, 片目の，片目がつぶれた． Bal.Mats. Kl.Sakh. 5.

― byettye. Mos. (アシキベツテ），指，５本の指．

― chiashima khots. Dav.25.
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Ashikinye. Mos. 5（この数字にある nyeは限定の小詞）． Lang.S.Sakh.

― ikashima vanbye (vanbye). Mos. 15.

― gots Mos. 100. Ashikinye gots ikashiuma tu shnyevanye gots. Mos. 500. Ashikinye
 

gots ikashima rye shnyevanye gots. Mos. 700.

Ashikinyeppu. Mos. 5. Ashikinye gots ikashima shnyevanye gots. Mos. 300.

Ashikinye shinyevanye gots. Mos. 1000.

Ashikinyepp. Mos. 5.（アシキ子ツプ）．

Ashikinyepf. Mos. 5.

Ashikini. Mos. 5.

― gots. Mos. 100.

―― ikashima ini shinivano gots. Mos. 900.

――― ryeshinivano gots. Mos. 700.

――― to shinyevano gots. Mos. 500.

――― shinyevano gots. Mos. 300.

― shinyevano gots. Mos. 1000.

― khots. Dav. 100. Lang.S.Sakh.

―― igashima inishinyevano khots. Dav. 900.

――― rye shinivano khots. Dav. 700.

――― to shnyevano khots. Dav. 500.

――― shnyevano khots. Dav. 300.

― shinyevano khots. Dav. 1000. Lang.S.Sakh.

Ashikinippu. Mos. 5.

― ikashima vanbi. Mos. 15.

Ashikinipp. Mos. 5.

Ashikinipu. Dav. 5.

― igashima vambi. Dav. 15.

Ashikinipf. Mos. Dav. Bal.Mats. Lang.S.Sakh. Kl.Sakh. 5. Ashikyu. Dav. 5.

Ashiknyepu. Lang.Mats. 5. Ashik (Acheak). Bro. 5
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Ashina. Mos.（アシナ）， 立ち上がる，生じる，なる（可能法の形で）．

Ashinapp-noshpa. Mos. 魚の名．

Ashinbye. Mos. (アシンベ），支払い，報酬を受け取る；報酬，罰金．

Ashingi. Dav. 引っ張り出す，取り出す，引っ張る．

Ashingi. Mos. 始める．

Ashingiva. Dav. 引き抜く， ⇨ asinkyeおよび va.

Ashinyep. Pal. 5.

Ashinkyeあるいは ashinki. Mos. 始める．

Ashinkyeva. Mos. 何かが生じているうちに（⇨ va）．

Ashinno. Dav. 初め（Pf. ashiri-noの代わりに）． Mos.

― chupp. Mos. 月の上旬．

Ashinnu. Dav. 第一に．

Ashinoあるいは ashinu. Mos. 立ち上がる，生じる，なる．

― pikata. Mos. 十二支の８番目．

Ashin. Mos. 始める（あまり使われない語），出る．

Ashirambi. Dav. 新しい． Pf.によると，ashiri-an byeの省略形，新しいもの．

Ashiryeあるいは ashiri. Mos. 新しい．

― ambi iyuri. Dav. 注ぎ分ける．

― anbye Mos. 新しいもの，目新しいこと．

― pa. Dav. 新年． Mos. ⇨ ashiri.

― pikye. Mos. (アシリヒケ），結婚する，嫁に行く．

Ashirusshkye. Mos. (アシルツツケ），褒美．

Ashir. Mos. 新しい．

― an-bye. Mos. 何か新しいこと，目新しいこと．

Ashiuj. Mos. ある時（ari-shiujとも言う）．

Ashiu ino ga iramush kari. Dav. ～でさえ…でない． Pf.によると，Ashiui-no
 

ka iramushka rye, (字義通りでは）ただ一度も知らない．

Ashiuntye. Mos. ウニ．

Ashiuru. Mos. 名をつける． Ashiuru ashi russhkye ashkaiıne-na. Mos. 彼は賞賛され，

素晴らしい褒美を与えられるだろう．

⑵ 「ドイツ語訳で」の意味ではないかと思う。 は常にDav.とともに出てくるので，Dav.（ダビドフ）の

ドイツ語訳の「東アジアとアメリカ北西海岸のいくつかの民族の言語の単語集」の中の「アイヌ，すなわち，

サハリン半島の，蝦夷，南千の住民の言語の単語集」のことと推察される。
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Ashikhurupishpu. Kr. (地）ショウムシュチュ（Shoumshchu， ）島（シュムシュ

（Shumshu， ）島）にある小川．

Ashka. Lap. つばのある帽子，あるいは，円錐の帽子．

Ashkaj. Mos. 生じる，起こる，立ち上がる，上がる．

Ashkakarupye. Lap. 小さいカサ，あるいは，老人の眼を太陽から守る眼の覆い．

Ashkannye. Mos. (アシカン子），美しい，かわいい，清潔な，きちんとした．

Ashkano. Mos. 立ち上がりながら，上がりながら．

― oman. Mos. 立ち上がって行く，自ら行く．

Ashkyedyekkye. Mos. (アシケデツケ），貝の名，ホタテ貝．

Ashkupyet. P.-M. 指（複数）．

Ashpa. Dav. 耳の聞こえない． Klap.Sakh. 唖の．

Ashtusyea. Lap. 柔らかい楡で織られ，巧みに作られた旅行用のマント．

Ashykini. Dav.

― khotsnipa. Dav. 100歳の．

Ash’kaj-iva. Dav. ～できる． H: ⇨ va..

Ashyui. Dav. 穴． H: ⇨ suj, ある時（ ）

A-e. Mos.（aiとも言う）；この小詞の意味については aおよび eを参照， ～のように．

A-e-mano. Mos. 同等にする，等しい，同じ，同じである．

A-e-ni-sho-sho. Mos. 木が切り倒されるのような音をだす．

A-e-nushutu-ka Mos. 探る，問いただして聞き出す，味をみる， a-e-nushukka（アヱヌシユツ

カー）とも言う．

Aerye (aeru). Pt. 座らせる．

Aeshiuru. Mos. (アエシユル），魂，幽霊，神意．

A-e-shukari. Mos. 到達しがたい，分けられた．

Ayusini. Mos. 木の名．

Ayuskina. (名）ある食用の草．

Ayustonko. (名）体長１ヴェルショーク（約４センチ）の川および湖の魚．

Aya. Mos. 森の中にある枯れ枝（日本語の aya, 筋状のもの，縞から）．

Ayaen’kikina, 食用の草． (同）andzhami.

⑶ 「H:」は，何らかの省略記号と思われるが，凡例にはない。おそらく， （例えば）の省略かと思われ

る。
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．アイヌ語の字母の２番目の文字

Ba(pa). Mos. bai「行く」の短縮形であると思われる，行為が素早く一瞬に行われること，突

然に行われること；年．

Bavasi. Mos. ⇨ tabavasi.

Bagak. Kl.Kam. 肺．

Bai. Mos. 歩く，あちこち歩く，旅をする，もったいぶって（尊大に）．歩く

― ashi. Mos. 去る，離れる． Tan itu ikari baj-ashi a-ınye nekona kotan ana. この岬か

ら先にいくと，その場所はすぐだ．

Baikai. Mos. あちこち歩き回る，行ったり来たりする．

Bajkaru. Mos. 春． Bajkaru-pa. Mos. 今度の（次の）春． Bajkar. Kl.Kam. 春．

Baika-tsira. Mos. セキレイ（bajkaru-tsiri, 「春の鳥」の代表）．

Bajyan. Mos. 行くことができる，あるいは，前進できる，あるいは，行きたい， ⇨yan, 可

能法の形で，行く，旅をする．

Bakye. Mos. 頭．

Bakyekijo. Mos. ナイチンゲール ． Bakyekunnye. Mos. 鳥の名．字義通りは：黒い頭の．

Bakyesharaあるいは bakyeshiara. Mos. (バケシヤラ）誇り高い，高慢である．

Bakiro. Lang.N.E.Sakh. ナイフ．

Bakkai. Mos. 持って行く，置く，運ぶ．

Bakkunoあるいは bakkunu. Mos. ただ一つ，～だけ．Bakkunoは bakkunuと方言的に同じく，

「ほぼ」，「こんなふうに」，「同じほどの」を意味し，様々な語に付加され，複合語として使わ

れ得る． Tan bye bakkuno, これとほぼ同じ，これと同じほど． Etokota an byets ne
 

va nani kushuri un byets u bakkuno ana. このそばに川がある，もしかしたら薬の川 か

もしれないな．―たぶん，そうだ．

⑷ 藻汐草では「ウグイス」

⑸ 藻汐草では，この部分は，「其側の川はクスリの川程もあろう」となっている。クスリは固有名詞（クスリ川＝

釧路川？）のように思われる。
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Baminap. Mos. 額布，装飾用バンド．

Banakye. Mos. 川底． Banakyeta. Mos. 川底 ．

Banata. Mos. 川底．

Bancho. Mos. バンチョー，大工，指物師．

Ban. Mos. 味のない，まずい．

Barakanye. Mos. 真鍮．

Baraki. Mos. ナンキンムシ．

Baraurye. Mos. 足の指よりも前の部分 ．

Baru. Mos. 口（あるいは paru）．

Baruka. Mos. 屋根．

Barukai. Mos. ピリッとした味の ．

Baruka-omani. Mos. 木でできた四方が開け放しの建物，渡し舟の屋根 ．

Barukyeu. Mos. 鳥の名（他に iyamiとも言う）．

Barumbye. Mos. barumbiとも言う． Lang.Mats.Kl.Sakh.Bal.Mats.Dav.（松前では）

舌．

Barunbye. Mos. 舌（「baru-un-bye, 口の中のもの」の代わりに）．

Bacye. Mos. 何回も．

Basikundo. Mos. 貝の名．

Baskuro. Mos. ワタリガラス，カラス，（paskuroとも言う）．

Batyeki (padigi). Mos. ただ～だけ，唯一．しばしば冗語的に使われる． Tan bye batyeki, こ

のものだけ． Tanye shnyenin batyeki okaj, その人はここに孤独に，あるいは一人で住ん

でいる．

Battaki. Mos. (バツタキ），バッタの一種の名，日本語の battaから．

Battari. Mos. 大便．

Bauru. Mos. 治める，支配する．

Bashye. Mos.（pashye）目方のある，たくさんの，いくつかの，たくさんの（複数形をつくる機

能がある）． ― kamuj, 神々， ― iritaku, 種族（複数形）．

Bashyep. Mos. 多くの，繰り返されるもの． Kamoj bashyep ne. Mos. 多くの神々．

Bashiuj. Mos. (バシユイ），食事用の細長い棒，箸，日本語の fasi（ハシ）から．

Bayashakf. Kl.Sakh. 愚かな．

⑹ 単なる重複であろう。

⑺ 藻汐草では，「足の甲先」と書かれている。

⑻ 藻汐草では「バルカル 辛い」と書かれている。

⑼ 藻汐草では「中渡し」と書かれている。

201

 

M.M.ドブロトゥヴォールスキーのアイヌ語・ロシア語辞典⑻（M.M.ドブロトゥヴォールスキー著，寺田吉孝訳，安田節彦訳)



202

北海学園大学学園論集 第147号 (2011年３月)



Bye. Mos. もの，水．主に名詞を作るために使われる小詞（pye, biとも言う）． ― いくつ

かの数詞のもとで，一定の小詞の代わりをする．まれに，動詞を作るために使われる．この

場合，正確には複合語と言えない． ― Tan bye ani. Mos. この物，あるいは，この物

とともに，この物を用いて．

Byebasi. Mos. 下りる，沈む（魚について）．

Byebon. Mos. 沸騰する（水について）．

Byegirisham. Dav. 世間，世界．

Byegisshama. Dav. 宇宙．

Byejzaj. Mos. 商船（日本語の byejzaj-funyeから；byejzaj, 商品）．

Byeikankye. Mos. 浮んでいる，儚い，変わりやすい．

Byeitats. Mos. 木の名．

Byeishamta rokorti, Dav. 上陸させる． Pf.によると，byets-shamta roku-tye, 下船させる．

Byekakorubye. Mos. 海のカニ．

Byekanbye. Mos. 水生植物の名．

Byekyep. Mos. 水を注ぐシャベル． (比）kas’kyep.

Byekyerye. Mos. きらめく，明るい，輝く．

― mata. Mos. 冬の後半（字義通りは，明るい冬）．

― pikata. Mos. 十二支の６番目．

― chup. Mos. 太陽（字義通りは，輝く太陽）．

Byekyeriあるいは byekyeru. Mos. 輝く．

Byekirye (Bekyrah). Kl.Kam. 茹で汁，ブイヨン．

Bye-nakyeta. Mos. 川面，byenakyeとも言う．

Byenata. Mos. 川面．

Byeni. Mos. 雨（pyeniとも言う）．

Byeryekye. Mos. 割る，割られている，粉々になっている．

Byeroni. Mos. 木の名．

Byesyeusi. Mos. みぞれ．

Byesikambye. Mos. (ベシカニベ），十二支の２番目．
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Byeschurikaあるいは byezchurika. Kr. チョウザメ（複数）．

Bye-ta. Mos. 水面へ，水の方へ，水を汲む．

Bye-ta va. Mos. 水面にあるもの．

Byetanu. Mos. 川の支流．

Byetinika. Dav. 濡らす． Pf.によると，byet-nye-ka, 湿らせる．

Byetnye. Mos. 湿った，湿気（byetsinyeとも言う）．

Byeurye（あるいは pyeurye）． Mos. 若い，年端もいかぬ．

Byeuryep. Mos. 若い熊．

Byeurokkye. Mos. 海の貝の名．

Byeutakye. Mos. ため息をつき，すすり泣く．

Byetsu. Mos. (byets-u）， これは川だ．（⇨ u）． Kl.Mats. 川．

Byets. Dav. Lang.S.Sakh.Kl.Sakh. 川． Mos. Byets ne va. この川については．

Byets-butsu. Mos. (ベツブツ）， 川の曲がり角．

Byets-kashiuno. Mos. (ベツカシユノ），川を飛び越える，川を渡る．

Byets-noka. Mos. 天の川．

Byets-oshioro. Mos. 川の曲がり角．

Byets-puta. Mos. 川を見下ろすところにある．

Byets-turasino. Mos. 川を飛び越える，川の浅瀬を渡る．

Byets-cha. Mos. 高い，切り立った川岸，byets-yaとも言う．

Byets-cha-ivaku. Mos. 鵜の一種

Byets-cho. Mos. 鵜の一種

Byets-shamakyeta. Mos. (ベツシャマケタ），川のそば，あるいは川岸．

Byets-shamu. Mos. 川のそば，あるいは川岸．

Byets-shamukyeta. Mos. 川のすぐそばに，川のそば，あるいは川岸

Byets-shioro. Mos. 川の曲がり角，他に byets-oshioro.

Byetsy. Dav.

― kushinchzhata. Dav. 川の向こうに， ⇨ byets-kusuncha-ta.

Byets-e-itoko. Mos. 川の水源（源流）．

Byeshioni. Mos. (ベシヨーニ），みぞれ．

Bi. Mos. ⇨ bye, 水，物．
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Bı. Mos. 種（たね），種（複数）．

Biba. Mos. 牡蠣，bipaとも言う．

Bugokunbye. Mos. 小さなカニの一種．

Binnye. Mos. 雄．

― syeta. Mos. おす犬．

Binnyepp. Mos. 雄のビーバー，おす全般．

Bunnyerau. Mos. 牡鹿．

Binni. Mos. 男の，雄の（動物について），binnyeとも言う．

Birasha. Mos. ほどく，広げる，開ける．

Birashpa. Mos. (ビラシパ），ほどく，広げる，（戸を）開ける．

Biri,あるいは piri. Mos. 割る，傷つける． Mos. 音，反響，こだま．

Biriba. Dav. すりつぶす，粉にする． Mos. こする，拭い取る（あるいは piriba）．

Biri-omarye. Mos. 傷つける．

Birka. Kl.Kam. 健康な，良い．

Birkavo. Kl.Kam. ほめる．

Biruturu. Mos. 空間，空いた場所．

Bitara. Mos. 川によって潤された平地，野原，草原，川の流域

Bittoki. Mos. 植物の名．

Bits,あるいは byets. Mos. 川（ビツ）．

Bits-shioro. Mos. (ビツショロ），川によって作られた角 ．

Bie. Mos. 種（たね），種（複数）．

Bie. Mos. 太った ⇨ piye.

Biyaba. Mos. ソバ，ソバ粉．

Bo. Mos. 子供．小詞 boと boの意味については ⇨ po. Bo-po. Mos.（ボポ），息子たち（「重

複による」複数形の例），子供たち．

Bogo. Mos. (ボボ），植物の名．

Bogokyekijo. Mos. ナイチンゲール．

Bogochi. Kl.Kam. 子供たち．

Boki. Dav. 飛び出す，女性性器． Mos. 下に，前置詞：～の下に，pudendum muliebre.

― na. Mos. 下にある．

― na shiri. Mos. 地獄（字義通りは：下の土地），天国，敬虔な人の住い．

― na chabusi. Mos. 下唇．

Bokidigir. Kl.Kam. 性，性別．

⑽ 藻汐草では，「川原」と書かれている。

藻汐草では，「川尻」と書かれている。
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